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清末の湖南省における日本製紙幣の導入
何 　娟　　娟
On Hunan Province’s Introduction of Japanese Made 
Paper Currency During the Late Qing Dynasty
HE Juanjuan
Abstract
 During the mid-19th century, the opium trade in China caused a massive 
out-ﬂ ow of Qing silver currency, and as a result drove up the silver price. 
Conversely, the Qing market was brimming with foreign silver dollars. Rising 
silver prices, coupled with the large amount of foreign silver ﬂ ooding the 
Chinese market seriously undermined the old minted silver system. In 1896, 
Zhang Zhidong （張之洞）, the governor of Hubei and Hunan province, introduced 
banknotes from Japan in order to address this problem. The imported bills 
proved very popular among the public, and were circulated widely. In 1902 the 
Qing government was required to pay an indemnity to the western powers 
aﬀ ected by the Boxer rebellion. The monetary situation was tight and the silver 
coinage was insuﬃ  cient. Yu Liansan （俞廉三）, the newly appointed governor of 
Hunan, decided to found the Hunan Currency Bureau by means of issuing oﬃ  cial 
banknotes. The success of Zhang Zhidong in the introduction of Japanese made 
banknotes in Hubei proved an example for Yu. He ordered banknotes from 
Japan before the establishment of the Hunan Currency Bureau: the one Yuan 
silver dollar bill, （「壹圓」銀元票）, one Liang silver bill （「壹両」銀両票）, and the 
one Chuan Wen oﬃ  cial bill （「壹串文」製銭票）. 
 This paper will look at Hunan province’s introduction of Japanese made 
banknotes, and will illuminate the process behind the commissioning of the Japan 
National Printing Bureau for the production of these banknotes.
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はじめに
　19世紀中期以降の中国は、アヘン貿易により中国の銀が海外へ大量に流出し、物価が高騰し
た。他方、外国の銀元が中国市場に大量に輸入され、中国旧来の幣制制度が破壊されると同時
に、銅銭鋳造のための雲南省産の銅の産量が不足し、外国から輸入する銅塊の価値が高騰する
などの経済混乱が見られた。このため、一部では銅による制銭の供給不足で、小銭が市中に横
行する現象が出現していた1）。このような状況下で、光緒22年（1896）湖広総督であった張之洞
は銅の制銭の不足を改善する方法として日本から日本製紙幣を導入し、商人や人々に非常に歓
迎を受け、順調に市場で流通した2）。
　光緒26年（1900）の義和団事件後の外国への損害賠償のため、清政府は光緒28年（1902）に
金融苦境に陥った。賠償金の支払いはほとんど地方各省からの資金供与であったため、湖南省
においてもこれに苦慮した。湖南巡撫俞廉三は政治的に元巡撫陳宝箴とともに廃止した官銭局
を復活することにより、紙幣の発行により財政の建直しをはかった。しかし、かつての票幣が
極めて悪質な印刷であったため、市場で信用を失う原因の一つになったことから湖広総督張之
洞の成功例に習い3）、日本製紙幣を導入することを決定したのである4）。
　そこで本稿においては、湖南省官銭局が再開する前に日本印刷局に製造依頼した紙幣の問題
について明らかにしたい。
一　湖南省における日本製紙幣の導入の背景
　19世紀中期、太平天国軍の挙兵とその拡大は清朝中央の鎮圧のための経費を増大させるとと
もに、雲南省産銅の輸送困難を生じ、鋳造のための供給不足を引き起こした。したがって製銭
の不足を招き、またこの機に乗じて暴利をむさぼる奸商も現れた。それは幣制紊乱の事実を端
的に物語っている5）。
　こうした財政窮乏、幣制混乱の事情から、咸豊 3年（1853）7 月 3 日、戸部が、「僉用京師銀
票流通、就其法而擴充之、民以習見而相安、事以推行而盡利。擬請暫行銀票期票、仿照内務府
 1） 劉四平、李細珠、「張之洞与晩清貨幣改革」、『歴史档案』、2002年第 1期、100-109頁。
 2） 『張之洞全集』、「札銭恂就近在日本点収頭批銀元票八万張」、第 5冊、河北人民出版社、1998年11月、3906
頁。
 3） 何娟娟、「清国湖広総督張之洞の日本製造の紙幣の導入」、『「文化交渉」東アジア文化研究科院生論集』
第 3号、関西大学大学院東アジア文化研究科、2014年 9 月、289-299頁。
 4） 沙偉、「晩清時期湖南官銭局紙幣」、『収蔵』、2014年第 2期、98-100頁。
 5） 中国人民銀行総行参事室金融史料組編『中国近代貨幣史資料』第一輯、清政府統治時期、全二冊、中華
書局、1964年、317-349頁。
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官銭舖之法、開設官銀銭號以便支取」6）と上奏することで、各省各地に官銭局が設立されること
になった。官銭局が「官票」という、銀や製銭の兌換可能な紙幣を発行したのであった。発足
にあたり、発布された官票章程ないし行鈔章程によると、この官票で税糧、塩税その他附加税
の納入額の半分まで支払うことができ、また民間においても流通使用できた。「軍需河餉已糜帑
二千數百萬兩、以致度支告匱、籌劃維艱」7）とあるように、この官票発行のもう一つの目的は、
太平軍との戦いが二年間になり、二千数百万両も出費してしまったため、急に膨れ上がった兵
士の給料支払にあてることにあった。
　こうして咸豊 5年（1855）、福建、四川、山西、直隷、湖北、浙江、山東などの各省に官銭局
が設立された。これは官票つまり兌換紙幣を発行し、製銭の不足を補うのが共通の目的であっ
た8）。ところが、上記した省の中には湖南省は含まれていない。その理由は当時の巡撫駱秉持章
の上奏文により不十分ながら伺い知ることができる。彼は清朝廷に、
惟思行鈔之法、必先設立官銀銭號。周迴轉運、而官銀銭號又須慎選殷實商人、令其承充……
湖南兵革未休、瘡痍日甚、農工廢業商販不通。向来省城又集鎮、地方開設銀號銭號者、多
係江西民人。前日匪竄湖南、商民相率歇業、遷徙回籍、至今尚未復業。近日江西又遭賊擾、
復多懸念家園、歸保郷。里市廛交易絶、鮮殷實之家。此時設法招徠在有資者、既去而之他
転、恐無資者或因而滋幣……此湖南省地方困敝、官銀銭號一時無商開設、刻難推行鈔法國
之、實在情形也是。9）
と上奏している。行鈔の法は必ずまず官銀銭号を設立し運用する。官銭銀号は殷実な商人を厳
選し、これを担当させる。ところが湖南の兵革は未だ終えず、瘡痍が日に甚しく、農工・商販
も不通である。これまで省城や集鎮で銀号、銭号を開設しているのは多くは江西人であったが、
この当時、太平軍が湖南に攻め入り、商民は次々と休業し、本籍に帰郷したため、湖南に帰っ
てきていない。さらに、江西省にもまた太平軍が侵入して混乱となり、交易が絶え、殷実な家
は少なくなった。こうした時、法を設け招いても、資ある者はすでに去ってしまい、資なき者
がまぎれ混み弊害を引き起こしている。湖南は困弊し、官銀銭号の開設は難しく、鈔法を推行
することは実際に困難であるという。つまり、各省とも官銭局設立には地元の殷実な商人の援
助を得たわけであるが、湖南省では省内の有力商人層は江西省出身で占められており、彼等は
大平天国軍の攻撃と占領を避け、本籍地に帰ってしまったというのである。こうして湖南省に
は官銭局は設立されなかった。当然、兌換紙幣としての官票もなかったのである。
 6） 中国人民銀行総行参事室金融史料組編『中国近代貨幣史資料』、353頁。
 7） 中国人民銀行総行参事室金融史料組編『中国近代貨幣史資料』、357-361頁。
 8） 『中国近代貨幣史資料』、464-467頁。
 9） 曽国荃訳、『湖南通志』卷57、食貨 3、銭法15、16、上海古籍出版社、1990年。
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　日清戦争敗北後、清朝体制の改革を目指して、様々な変法論が提出され、建議された。幣制
についても、銀行開設、銭法改革等々、具体的に問題が議論されている。光緒21年（1895） 5
月、康有為の第二回上書10）にも富国方策として六つの方法が主張され、その一つとして、「今各
省皆有銀票銭票，而作偽萬種，利不歸公，何如官中爲之，驟可富国哉？此鈔票宜行一」11）と、各
省では皆銀票、銭票があり、偽貨幣も万種があったとされたが、その利益は公のものとはなら
ない、このような状態で富国になることができるだろうか。この銭票は行うべき方法の一つで
あるという。こうした一連の変法が建議された過程で、 8月湖南巡撫に就任した陳宝箴はその
開明性により、鋭意湖南の変法の途を切り開いた。そこで、経済政策の一つとして、陳宝箴は
湖南省で官銭局の開設を企図した。光緒22年（1896） 4 月に陳宝箴は清朝廷に対して、「省制
銭、停鑄多年、民用缺乏、請通鼓鑄……覈實辦理以維圜法、而便商民、如所請行」12）と、湖南省
の製銭は多年にわたり停止し民用が欠乏していた。そこで鼓鋳をはかり商民の便宜をはかるこ
とを上奏したのである。その結果、光緒22年（1896）に、長沙に阜南官銭局が設立された。そ
の資金として善後局から銀10万両を導入された。ついで「又奏、省城開設阜南宮官錢局、以在
籍道員朱昌琳、充總辦報開」13）と、このため殷実な人物として朱昌琳を総弁とした。朱の甥朱卓
欽が営業責任者となった14）。同時に、陳宝箴は官銭票の発行も実行させようと考えた。当時日本
にいた湖南の紳士蒋徳鈞は、「官銭票、宜造多少。票紙、惟東洋可用」15）との電報を陳宝箴に送
っている。
　つまり、陳宝箴はもともと日本の紙幣の原紙を利用し、紙幣を製造する計画であった。この
こともその後に湖南官銭局が日本製紙幣を導入する先駆的役割を果たしたと言える。
　ところが、阜南官銭局が設立されて間もなく、各省の官銭局が票幣を濫発し、通貨の紊乱を
招き私利をはかるという批判が生じた。さらに清朝中央による統制、その上、光緒24年（1898）
戊戌の変法が失敗した後、湖南巡撫陳宝箴は職を解かれ、厳しく処罰され、阜南官銭局は経済
的に戊戌の変法を支援したため、僅か 3年にして停弁された。
　ついで湖南巡撫に就任した俞廉三は、「阜南官銭局停辦、免損易、節經費」16）と阜南官銭局が
停止すれば損失が免れると経費の節減を上奏して停止されたのである。
　光緒26年（1900）の義和団事件の後、辛丑条約によって外国に巨額の賠償金支払いのため、
光緒28年（1902）清政府は金融苦境に陥り、賠償金の支払いのほとんどが地方各省からの資金
供与であった。湖南省も70万両に加えて、約240万両の負担が増え、その額は省予算の30％強を
10） 「南海先生四上書記」、『時務報』、1896年。
11） 中国近代史資料叢刊『戊戌変法』 2、140-143頁。
12） 『光緒実録』巻387の17頁、光緒22年 3 月、新文豊出版公司、1978年 7 月。
13） 『光緒実録』巻387、10頁。
14） 『湖南歴史資料』第 3期、湖南人民出版社、1958年。
15） 汪叔子、張求會『陳宝箴集』、1221頁、「蔣德鈞：上陳宝箴電」、光緒二十二年六月五日。
16） 『光緒実録』巻446の18、光緒25年 6 月。
清末の湖南省における日本製紙幣の導入 （何） 143
占めていた。17）この影響を受け多数の銭荘も倒産した。湖南巡撫俞廉三は「湖南における近年の
出款は衝州教案を以って最鋸とする。現在新増した賠償金はさらに多く、常年の分担は民間か
ら取り立てる」18）と、省財政の窮乏とその民衆への転化を主張している。さらに俞巡撫は政治的
に陳宝箴とともにもとの官銭局を復活することで、財政の建直しをはかった。この官銭局が設
立される直前の票幣をめぐる状況について、梁啓超は、
今北京之票號、所發之銀票、各銭店所發之銭票、極為通行。而湖北、湖南、廣西等省人民、
惟用銭票、市面幾於無一正幣、皆以此也。現各省督撫、多自發行、市面皆樂於流通。然使
所發者、適如市面所需之数、則其價値、常興正幣相等、不致低落。19）
と述べ、北京の各票号の発行する銀票と各銭店が発行する銭票は非常によく流通しているとし
た。しかし湖北、湖南、広西などの各省では民間の銭業が開いているだけで、市場には正幣が
流通していない。さらに政府の発行する銭票は見られない。したがって商店の発行する私票が
流通している。もし政府が一旦発行すれば、人民は必ず大歓迎する。現に各省の総督・巡撫は
新紙幣を発行し、市場はその流通を歓迎している。発行額を適切にし、市場の必要を満せば、
その価値は正幣と等しく落下しないとした。
　つまり他省で票幣が発行されているが、湖南にはそれがないため早く官による票幣の発行が
要望された。
　湖南巡撫俞廉三は、自らの手で敢えて政治的に停止を命じた官銭局の再開と銅元局設立のた
めに、知県沈瀛を漢口に派遣し調査させた。その結果、光緒28年（1902） 1 月、長沙に湖南官
銭局の設立を決め、12月に開行とし、光緒29年（1903）に正式的に開業させた。人事面では、
道員陳家球が総弁、沈瀛が督弁、紳商粟徳源が総理となり、銀、製銭の兌換券として、票幣が
発行された。すなわち銀両票、銀元票、製銭票の三種類である。かつての票幣が極めて悪質な
印刷であったことが、信用を失う原因の一つであったことから、この時の湖南官銭局は、日本
から紙幣を導入することを決めたのである20）。
二　湖南省における日本製紙幣導入の過程
1 ）湖南省における日本製紙幣の導入経緯
　それでは湖南官銭局はどのように、日本政府の印刷局へ紙幣の製造を依頼したのであろうか。
17） 蒋良騏編、『東華録』光緒28年 7 月、中華書局、1980年、4900頁。
18） 『東華録』光緒28年 7 月、4905頁。
19） 梁啓超、「中国改革財政私案光緒28年」、（『飲氷室合集』文集之 8、第八貨幣政策）、中華書局、1970年。
20） 沙偉、「晩清時期湖南官銭局紙幣」、『収蔵』、2014年第 2期、98-100頁。
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日本に残された史料から検討してみたい。「長沙来電　三十五年十二月十四日午後一時着」に、
次のように見られる。
大日本領事館山崎大人鑑
（前略）湖南擬開官銭局急需在貴国訂造票紙、已飭委員沈瀛親謁台端面。懇将票様代寄敝国
蔡公使如数飭商、代造次資快捷。仍一面由相電先蔡使、伏乞照辨無任感祷即盼覆。
乃煌欽21）
　上述のように、清国の湖南省では、官銭局を開設する予定により、日本の印刷局に紙幣の製
造を依頼することになった。具体的な事情について、委員沈瀛を日本へ派遣した。明治35年
（1902）12月14日湖南官銭局長官の乃煌は、日本領事館山崎桂長官に電報を送った。それに、山
崎領事に早めに長沙洋務総局の蔡鈞公使に紙幣製造の依頼について連絡し、製造できた紙幣の
見本も蔡鈞に送ってほしいとのことであった。
　山崎領事は電報を受けた後に、直ちに蔡鈞公使に連絡した。内容は「長沙覆電　三十五年十
二月十五日午後五時覆」に次のように、見られる。
長沙洋務総局蔡大人鑑
電悉（中略）訂造票紙事、今見沈委員承悉一切。謹當将票様寄送蔡公使、以便訂辦。一面
電請敝国外務大臣、轉飭趕造以副高嘱。
桂欽22）
　明治35年（1902）12月15日付にて山崎長官は、紙幣の製造について沈委員と詳細的に検討し
たことを蔡長官に電報で伝えた。紙幣の様式を決め、完成した見本を早く清国湖南官銭局に郵
送するため、山崎領事は日本の外務大臣小村從壽太郎に電報を送り、日本の印刷局に伝え、紙
幣の製造を早めに着手させた。
　その電報の内容は「湖南省発行紙幣印刷方依頼件ニ関スル件」に以下のようにある。
湖南省発行紙幣印刷依頼ノ義ニ付キ、蔡公使宛書状送付方、依頼ニ関スル付。
今般湖南省ニ於テ、響ニ我印刷局ニ於テ、印刷シタル湖北発行ノ紙幣ニ傚ヒ、洋銀臺圓紙
幣五万枚、制銭臺串文紙幣拾万枚、并ニ票銭臺串文紙幣拾万枚、印刷方ヲ清国蔡公使ノ手
ヲ経テ、我印刷局へ依頼シ、趣ヲ以テ、同省洋務総局ヨリ特ニ委員沈済ヲ当館ニ差遣ハシ、
蔡公使へハ、同局ヨリ此義既ニ電報シ置タキルモ、尚小官ヨリ見本添付ノ上、同公使へ委
21） アジア歴史資料センター、Ref.B11090621000（第 4画像）支那紙幣関係雑件　B3-4-3-40。
22） 同 4 。
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細照会シ呉ル様致度旨懇ニ依頼致来。右湖南巡撫ヨリ、直接蔡公使へ送付ノ手続ヲ尽、少
ハ更ニ差支無之義ニ候得、外国ト交通上ノ事情ニ塾セサルト、紙幣雛形送付方ヲ鄭重ニス
ル考ヨリ、特ニ小官へ依嘱致来候モノト相考候ニ付、蔡公使へ對シテハ、別封ノ如、小官
ヨリ半公信ヲ誘へ、雛形及注文書転送ノ都合ニ致ル間御査閲ノ上ハ、夫々御別封相成、直
ニ同公使へ転交方可然御取計相成交。将文本件ニ関シテハ、同公使ヨリ自然本省へモ何分
ノ義可申出トハ、存候へ共、別紙来電写ノ通。右ハ先方ニ於テモ、非常ニ取急キ仕リ候事
故、其筋ニ於テモ、可求文之匁便写ヲ計リ、早急印刷致候。拙致交候ニ付、此義御含ノ上、
何分ノ御配慮仰キ度、前紙往復電文写相添へ、此段及具申候敬具。
明治三十五年十二月十五日
在漢口領事館山崎桂
外務大臣男爵小村从壽太郎殿23）
　湖北省が日本製紙幣を導入した例証に依拠し、湖南省にもおいて、蔡鈞公使は日本の印刷局
に洋銀「壹圓」を 5万枚、製銭「壹串文」を10万枚、票銭「壹串文」を10万枚などの紙幣の製
造を依頼した。同時に湖南省の洋務総局は、依頼の具体的な事情を伝えるため、委員沈瀛を日
本の領事館に派遣した。日本の印刷局も紙幣製造の依頼に対して、蔡公使に返事した。しかも
山崎領事は紙幣製造の依頼についての詳しい状況を電報で蔡公使に尋ねている。当時、外国と
の交通状況に関する認識不足や紙幣見本の郵送に対する重視のため、見本を無事に蔡公使の所
に届く前に、湖南巡撫はわざと山崎領事に連絡し、状況を伝えた。そのため、山崎領事は蔡公
使に発送した公文書簡と一緒に紙幣の見本と註文書を同封した。そして蔡公使は、湖南省に電
報を送った。湖南省が日本の印刷局に早く紙幣製造の日程を決めてほしいとの照会に、山崎領
事はこの件を電報で小村外務大臣に報告した。
　「明治三十六年一月九日起草。湖南省発行紙幣ニ関シ、在漢口山崎領事ヨリノ信書転送ノ件」
にも、湖南省から日本印刷局への紙幣製造の依頼に関する記録が見られる。
先般貴国湖南省ヲ始メテ紙幣発行ヲ計画シ、其印刷方ニツイテハ、客年ヲ豫メ、帝国印刷
局へ依嘱、……同省洋務総局ヨリ、在漢口帝国領事へ、右取時乃依頼右ニシ趣ヲ以テ、同
領事ヨリ、紙幣雛形在中、別封客年へ転送方申出点ニ付……乃御送ノ写法、24）
とあるように、明治35年（1909）に、湖南省において紙幣の発行を企図し、湖南省洋務総局は
漢口に駐在している日本領事山崎に電報で連絡し、日本印刷局に紙幣製造の依頼の意向を伝え
た。山崎長官は電報を受け、直ちに返事し、紙幣の見本も同封した。
23） アジア歴史資料センター、Ref.B11090621000（第 1 - 3 画像）支那紙幣関係雑件　B3-4-3-40。
24） アジア歴史資料センター、Ref.B11090621000（第 5画像）支那紙幣関係雑件　B3-4-3-40。
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　日本の印刷局局長あった得能通昌は、湖南省の依頼を受け、早速蔡長官と契約を交わした。
大蔵省印刷局の「印刷局長年報書」の第29回の年報に次のようにある。
明治三十六年三月三十一日　清国湖南官銭局、製銭票、票銭票、洋銀票、合貳拾五萬枚ノ
製造ヲ、該国欽差出使大臣蔡鈞ト契約ス。25）
　明治36年（1903） 3 月31日に、日本印刷局は清国湖南官銭局との間で合計25万枚の製銭票、
洋銀票の製造を締決した。
　同時に「清国湖南官銭局製銭票洋銀票製造契約ノ件」に次のように記述している、
清国湖南官銭局、制銭票、票銭票、洋銀票製造之御伺。清国湖南官銭局、制銭票、票銭票、
洋銀票、製造方当局二依頼有之候二付テハ、別紙書案之通約定締結之上、製造着手候様致
度。此段相伺候也。
明治三十六年三月三十日　　三月三十一日決裁
印刷局長得能通昌　内閣総理大臣閣下26）
とあるように、明治36年（1903） 3 月31日、印刷局長得能通昌は、紙幣製造の依頼に関して、
清国欽差大臣蔡鈞と締約したことを内閣総理大臣に報告し、間もなく紙幣の製造を始めた。
　明治36年（1903）12月14日に日本印刷局が湖南省から依頼した紙幣の製造を完成している。
そのことは「湖南省発行紙幣印刷方依頼ニ関スル件」に以下のように見られる。
湖南省発行紙幣印刷ニ於テ、印刷方ニ関シ、同省洋務総局ヨリ依頼ノ件ニ對ニシテハ、客
年十二月十五日付送第一三四号ヲ以テ、具申ノ上、至急附刷方御配慮仰キ置候処、我印刷
局ニ於テハ、当国各省ヨリ、依頼ノ分モ勘ナカラス、是等ハ順ヲ追以テ、印刷スルコトナ
レバ、湖南省ノ分ノミ、急ニ附刷スルコトハ、不可能ニシテ、自然遅延致候事ト存候ヘ共、
応方ニ於テハ、右発行方非常ニ取急キ、御依頼状、最早一年ニモ御成リ。今日尚到着ノ運
ニ至ラサルタメ属右到着ノ有無、当館ヘ回合セ常リ候ニ就キヲハ、此際可熟、其筋ヘ御照
会ノ上、可成速ニ到達致候様、御取計御成様致度、此段重テ及具申中候敬具。
明治三十六年十二月十四日
在漢口領事永瀧久吉
外務大臣男爵小村壽太郎殿27）
25） 近代デジタルライブラリー、印刷局長年報書、第16-29回、明治（22-35）第29回、沿革ノ事、20頁。
26） アジア歴史資料センター、Ref.A04010072100（第 1 - 2 画像）公文雜纂 00683100（國立公文圖書館）。
27） アジア歴史資料センター、Ref.B11090621000（第 6 - 7 画像）支那紙幣関係雑件　B3-4-3-40（外務省外
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　明治35年（1902）12月15日に湖南省が洋務総局を通じ、日本印刷局に紙幣製造の依頼した件
は無事に完成した。日本印刷局が受け入れた清国から紙幣製造の依頼は湖南省だけではないが、
もし順番に製造していたら、全部完成できなかった。しかし急に湖南省の分が追加され、印刷
局は契約の時間通りに完成できなかったが、契約では一年以内に完成を要求され、まもなく一
年の期限になるため、清国の方面は早く完成品を受領したいとした。領事永瀧は完成した日本
製紙幣がすでに漢口の日本領事館に運ばれたかどうか、小村大臣に電報を送った。
　小村大臣は電報を受け、永瀧領事にすぐ返信した。「明治三十六年十二月二十五日起草　　同
年同月二十六日発遣 清国湖南省紙幣ニ関スル件」によれば、
小村外務大臣
在漢口　永瀧久吉領事殿
　清国湖南省紙幣ニ関スル件
本月十四日付送第一四三号ヲ以テ、湖南省紙幣印刷ニ関シ……該紙幣二十五万枚ハ、本月
十四日印刷局ヨリ、清国公使館へ悉皆交付済トナリ、同行使館ニテハ撥送方取計ヒタル趣
ニ、……28）
とあるように、明治36年（1903）12月26日小村大臣は、永龍領事に、12月14日に日本印刷局で
完成した25万枚の紙幣を清国の公使に渡したと返信している。
　このようにして日本で製造された紙幣が清国湖南省に届けられたのである。
2 ）湖南省で導入された日本製紙幣
　湖南省が1903年（光緒29、明治36）に導入した日本製紙幣は「壹両」銀両票、「壹圓」銀元
票、「壹串文」製銭票の三種類である。この三種類の紙幣は木版印刷製で、表と裏の文字が縦書
きで、表面の色彩が相違する。裏面の色彩、形、構造及び図案は基本的に同じである。「壹圓」
銀元票は表面が緑青色で、「壹串文」製銭票の表面は紫色と濃い赤茶色の二種類がある。その紙
幣の裏面はすべて浅い褐色で、幅が202×110mmである。ここに光緒甲辰年（光緒30、1904）
「壹圓」銀元票を例に紹介する。（次頁の図参照）29）
　銀元票は表面の上部に二つの龍が一つの玉を挟み、向いあう図案であり、下端に楷書の“湖
南官銭局”とある。銀票の中部に右から左まで縦書きの文字と赤印で、その内容は「豊字第壹
仟貳拾玖號」、「此票準免納本省丁漕及関税塩課釐金」、「憑票発洋銀壹圓」、「如有私刻假票者照
私鑄例治罪」、「光緒甲辰年即月即日」等とあり、左の下に朱色の楕円篆書体で「湖南官銭局章」
と押印され、下端に横書きで「重庫平七銭二分」と押印されている。下部には海水模様の図案
交資料館）。
28） アジア歴史資料センター、Ref.B11090621000（第 8画像）支那紙幣関係雑件　B3-4-3-40。
29） 許光、梁直、『清代旧紙幣図録』、黒龍江人民出版社、2005年。
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がある。銀元票の裏面には「光緒二十八年十二月」の湖南巡撫俞廉三が公布した公示が印刷さ
れている。まず「此票准完納本省丁漕及関税塩課釐金」と、この銀元票で湖南省の丁漕、関税、
塩税、釐金を納入できることが明記され、その裏面には以下のように記載されている。
頭品頂載兵部侍郎兼都察院右副都御史巡撫湖南地方兼理糧餉兪為曉論事、照得本部院奏明
在省域設立官局、印造銀銭信票、蓋用藩司印信、発局行使、以資周転、而便商民。凡本省
完納銭漕・関税・釐金及商民交換交易、均准一体行用、局雖官設、与商開銭店無異、不論
何人、持照票面所載銀円・銅円製銭各項、如数兌付、決不片刻留難。䆐有奸商把持阻撓、
及匪徒偽造䣽騙、定印厳拏治罪、為此示仰商民人等、一体遵照、特示。
光緖二十八年十二月。30）
　本票幣には、税金の納入に使用できることやいかなる人も額面の表記の通り兌換できること、
奸商の買占めや偽造を処罰すること等が巡撫通達として記載されている。
おわりに
　光緒26年（1900）の義和団事件の後、辛丑条約によって外国に巨額の賠償金を支払うため、
光緒28年（1902）清政府は金融苦境に陥り、賠償金の支払いのほとんどが地方各省からの資金
供与であった。湖南省も70万両に加えて、約240万両の負担が増え、その額は省予算の30％強を
占めていた。その影響を受け多数の銭荘が倒産した。そのため俞廉三巡撫は湖南省における官
30） 胡䶵編『湖南之金融』、湖南経済調査所、1934年 8 月、11頁。
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銭局を再開し、紙幣の発行によって、財政の建直しをはかった。しかし、かつての票幣は極め
て悪質な印刷であったため、湖広総督張之洞の方法に習い、日本製紙幣の導入を計画し実施す
ることを決定したのである。
　上述のように、湖南官銭局が日本印刷局に紙幣の製造の依頼したことに関する事情を明らか
にした。とくに日本に残された「長沙来電　三十五年十二月十四日午後一時着」、「長沙覆電　三
十五年十二月十五日午後五時覆」、「湖南省発行紙幣印刷方依頼件ニ関スル件」、「明治三十六年
一月九日起草 湖南省発行紙幣ニ関シ在漢口山崎領事ヨリノ信書転送ノ件」、「清国湖南官銭局制
銭票洋銀票製造契約ノ件」、「湖南省発行紙幣印刷方依頼ニ関スル件」、「明治三十六年十二月二
十五日起草 同年同月二十六日発遣 清国湖南省紙幣ニ関スル件」など日本の電文等から湖南省
が、日本製紙幣を導入したことは明らかである。光緒28年（明治35、1902）湖南官钱局は洋務
總局を通し、日本の印刷局に依頼した25万枚の製銭票、銀元票、銀両票は、光緒29年（1903、
明治36）に順調に導入されたのである。
　このように、湖南省は湖北省31）、山東省32）、直隷省33）、広東省34）に次いで、5番目に日本製紙幣
を導入したのである。
31） 何娟娟、「清国湖広総督張之洞の日本製造の紙幣の導入」、『「文化交渉」東アジア文化研究科院生論集』
第 3号、関西大学大学院東アジア文化研究科、2014年 9 月、289-299頁。
32） 何娟娟、「清末山東巡撫袁世凱導入日本製紙幣相関、松浦章編『近代東亜海域交流 :航運・商業・人物』
第 8輯、博揚文化、2015年 6 月、405-417頁。
33） 何娟娟、「袁世凱による日本製紙幣の原紙の導入」『「文化交渉」東アジア文化研究科院生論集』第 5号、
関西大学大学院東アジア文化研究科、2015年11月、297-308頁。
34） 何娟娟、「清末広東省における日本製紙幣の導入」（『東アジア文化交渉研究』第 9号、関西大学大学院東
アジア文化研究科、2016年 3 月、505-520頁。

